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   Hydronephrosis due to ureteropelvic junction (UPJ) obstruction generally progresses gradually. 
We experienced a case of hydronephrosis due to UPJ obstruction deteriorating rapidly in an adult 
woman. In spite of percutaneous nephrostomy,  99mTc-DTPA renogram showed a non-functional 
pattern. A nephrectomy was done.  Peri-operatively, the aberrant lower pole vessel was found to be 
obstructing the UPJ. The hydronephrosis deteriorated rapidly because the extrarenal pelvis dilated in 
the shape of box, became suspended from the aberrant vessel. Therefore, we believe that the box 
pelvis is one of the most important factors deteriorating hydronephrosis. 
                                           (Acta Urol. Jpn. 42:  521-523, 1996) 





























腎症で,い わ ゆるboxpelvisを示 したが(Fig.la),
わず か2カ 月後 には左 腎からの造影剤の排泄 はまった
く見 られな くなった(Fig.1b).同時 期 に撮影 した
CTで もやは り,わ ずか2カ 月の うちに水腎症が急速
に進行 し,腎 実質の厚みが薄 くな ってい る様子が認め
られ た.順 行性腎孟造影(Fig,2)では腎孟尿管 移行
部に造影剤の通過障害 を認め,そ れ以下の尿管 は造影
されなか った.こ の とき採取 した腎孟尿の細胞診では
悪性所見 はみ られなか った.ま た,逆 行性腎孟造影で
尿管 に腫瘍 を示唆す る陰影欠損 を認めなか った.
7月19日に閉塞解 除後 の腎機能の回復 の程度 をみる
ため,左 の経皮 的腎痩 を造設 した.そ の後 は,腎 痩 よ
り1日 約400～500mlの尿 の流 出 を認 め,腎 痩 造設
8日後 の患側腎のCcrは6,3ml/min,FENa3.24%
であ ったが,同 時期 に行 った99mTc-DTPA腎血流 シ
ンチ グラムでは血流相 もみ られない完全な無機能型で
あ ったため腎機 能の回復 は不 能 と判断 し,や むな く腎
摘除術 を行 った.
手術所見:腎 下極へ向か う動脈が腎孟尿管移行部 を
前面 より強 く圧迫 し,そ のため腎孟 は前方へ高度 に下
垂 していた.
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